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(別紙）

織原との事件について、以下のとおり申し述べます。

。私も、男を求める援助交際に使われている電話ダイヤ

ルで初めて会った男性の部屋に行き、2人きりで酒な

どを飲むわけですから、普通のセックスの了解はして

いました。

・私が飲んだインドの酒についてですが、私が調書で述

べたとおり、私の目の前で私が飲んだものと同じもの

を透明なガラスのショットグラスで織原は合計2杯一

気に飲んだことははっきり見ており、これは間違いあ

りません。

‘織原は、このインドの酒はプレイのための変貌が出来

る儀式だ、と言っていました｡

･私が調書で述べたとおり、どのインドの酒は変な臭い

がし、非常にあやしそうなものであることは一目でわ

かりました。色は思い出してみると、茶色っぽい色で

した。このインドの酒は、別に織原から脅されて飲ん．

だわけではなく、遊びとして自分で自発的に飲みまし
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私は当時、新宿のホストクラブに50万円の借金を作

り、 7万円を返し 4 3 万円が残っており、織原と逗子

マリーナに行った次の夜、織原の部屋から借金返済を

迫る森田秀と電話で大喧嘩をしましたが、織原がこの

ホストとの喧嘩を録音しているとは知りませんで Iァた。

織原から貰った 5万円は、東京に着いたその日織原と

別れてからすぐにこのホストと会って残りの借金の一

部としてホストに渡しました。織原からこの 5万円を

貰ったのは、 6月 4日逗子の織原の部屋に入ってから

インドの酒を飲む前であったかも知れません。 6月 5

日は二日酔いでしたが、翌日の6月6日からは元気で

普段と変わりませんでした。

私の調書では言いませんでしたが、東京に戻ってから

すぐに織原の携帯に私の携帯から何度も電話をしたこ

とがありました。ホストクラブの残りの借金を返すた

め、．できれば織原から借りようと思ったからです。

・織原を告訴したのは、刑事さんに強く説得されてやっ
たものであり、私から進んでやったものではありませ
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(別紙）

私は、平成12年（合わ）第580号事件の被告人織原

城二より合計300万円の迷惑料を受領いたしました。

これによって、私は織原城二との件はすべて解決済と考

え、宥恕いたします。

従って、起訴後の取下げは出来ないという事であります

が、私としては刑事罰を求めるつもりはありませんので､、

私の事件については取り下げて頂きたいと思います。

また、私と織原とのプレイビデオは織原の裁判に利用さ

れないことは勿論のこと決して人目に触れることのない

ように即刻破棄して下さるようお願い申し上げます。

以上の.とおり上申いたします｡

平 成 1 7 年 4 月 2 6 日

号この郵便物は平成18.年11.月8日第書留内容証明郵便物として差も此たことを証明し誠東京高等裁判所内郵便局長

平 成 1 7 月 4 月 2 6 日
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上 申 書

東京錨方裁判所刑事第 5 部御中

私は、平成12年（合わ》第58○号事件の被醤人織臓城二より合

計30．万円の迷惑蕊を受領いたしました。

これによって、私は織原城二との件はすべて解挟済と考え、宥恕い

たしま す ”

従って、起訴後の取下げは出来なﾔ､という事でありますが、私とし

ては飛事蕊を求めるつもりはありませんので、私の事件については

取り下げて頂篭たいと患います。

また、私と織原とのブレイビデオは織原の裁判に利用されないこと

は勿論のこと決して人目に触れることのないように即溌砿棄して下

さるようお願い申し上げます． ロオ

玖上のとおり上申いたします。

平 成 1 7 年 4 月 2 6 日

静綴皇
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東京地方裁判所刑事第 5部御中

●

私 は 、 平 成 1 3 年 （ 合 わ ） 第 3 0 3 号 事 件 の 被 告 人 織 原 城 二 よ り 私
の納得する額の迷惑料を受領いたしました。

これによって、私は織原城二との件はすべて解決済と考え、宥恕い
たします。

従って、起訴後の取下げは出来ないという事であ･りますが、私とし
ては刑事罰を求めるつもりはありませんので、私の事件については
起訴及び告訴を取り下げて頂きたいと思います。
また、私と織原とのプレイビデオ及び写真等は織原の裁判に利用さ
れないことは勿論のこと決して人目に触れることのないように即刻
破棄して下さるようお願い申し上げます。

以上のとおり上申いたします。

上 申 書

毛

● 平 成 1 7 年 1 2 月 2 3 日
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東京高等栽判所第4刑事部 御 中

私は、平成ユ9年(う)第ユ294号事件の被告人織原城二から合計金400万
円の和解金の支払を受けました。
これによって、私は､織原城二との件はすべて解決済と考え、同人を宥恕いた

します。
したがって、起訴後の告訴取下げは出来ないということですが､私としては、

上記事件につき、織原城二に対して刑事罰を求めるつもりはありませんので、私
の刑事告訴を取り下げさせていただきたいと思いま誕
また、上記事件につき、証拠として採用された私に関するプレイピデオ及び写

真は、以後、上記事件の裁判資料としてはもちろん、いかなる目的であれ､一切
人目に触れることのないように即刻破棄して下さいますようお願い申し上げます。
以上、上申いたし重す。

雨!''（ ⑳
綴{才卿搾繩f-" " !@!癖崎〃'一灼臓確誕(た
上二､犀沸風,箇向”霧易（迄こ樫塾詫('ツ q
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東京地方裁判所刑事第5 部 御 中

急は、平成ェ2年(合わ)第580号事件の被告人織原城二から金350万円の
和解金の支払を受けました。
これによって、私は､織原城二との件はすべて解決済と考え、同人を宥恕いた
します。
したがって、起訴後の告訴取下げは出来ないということですが、私としてば、
上記事件につき、織原城二に対して刑事罰を求めるつもりはありませんので、温
の刑事告訴を取り下げさせていただきたいと思ﾚ､実す。
また、上記事件につき、証拠として採用された私に関するビデオ及び写真は、
以後、上記事件の裁判資料としてはもちろん、いかなる目的であれ、一切人目に
触れることのないように即刻破棄して下さいますようお願い申し上げます。
以上、上申いたします。
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平成18雫上月／′日

住

上記暑名につき、署名者持参の保険証､旅券及び同人と面識のある東京弁護士
会所属杉浦正敏弁護士の立会いにより署名者が山凝ｦ-段本人であることを確認
し、同人が本職の面前で作成したものであることを証明いたし主す。
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;"職濠簿蕊靭臓穫爵さ説なり､蓬と麓勿論のこと渓しだ人員;ご鯉れ驫
壁との怠いよう.腫郎認破棄して下さるようお漂い単し迫凄ます。

以上繊之職，と率い隆Lまず。
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報 ： 告 書

私は2000年4月30日､‘逗子マリーナの織原の.部屋に行く
● ﾛ

前に逗子マリーナのレストランムキヤプ:テンズカフヱで織原か

ら純金金貨l牧をもらいましだ&*その時私は､胤謝の気持から
寺 ｡ ■ , 岳 □ ･ 巳 ① 6 9 ． ． ； ．

I

織原にキスをしまし･た｡“｡．． ． ． ； 、

当時織原から貰毎:た金額は､、4万蘭ではなく:10万円でした。
■ ■ ：

．当時織涼の蔀齪鬼に串椛を，しましたが$今はすっかり治り、
やけどの跡はあり．ません･6
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